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要旨 : 

溶接ボンド部の靭性を改良する目的で，N と B の含有量を適正値に制御した板厚 50mm の

80kg/mm2 級調質高張力鋼について，90kJ/cm までの入熱条件で製作したサブマージアー

ク溶接ボンド部の破壊特性を調査するため，シャルピー試験，切欠曲げ COD 試験および大

型脆性破壊試験を実施した。その結果，75kJ/cm までの大入熱溶接ボンド部のシャルピー

衝撃特性は，従来鋼に比べ大幅な靭性の改良がみられること，COD 試験やディープノッチ

試験で求めた破壊靭性値は，60kJ/cm で溶接したボンドも従来鋼の 45kJ/cm のものと変ら

ず，破壊力学的検討結果も 60kJ/cm までの溶接は構造物の破壊に対する安全性を確保しう

ることを示している。 

 

Synopsis : 

A new high tensile and high toughness HT-80 steel containing controlled amounts of 






























